
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

皮膚科専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
5 年間(後期)の研修により日本皮膚科学会認定皮膚科専門医試験の受験資格を取得する事が出来る。基

本的には大森病院で 3 年間、関連病院で 2 年間の研修を行い、大学病院と市中病院の両方を経験し、偏

りのないオールマイティーな皮膚科臨床医を目指す。初年度は後期研修医のためのクルズスを企画し、

能率良く知識の習得ができるようにする。出向は 2 施設に 1 年ずつを基本とし、複数の市中病院を経験

できるように設定する。5 年目の帰室時には後輩の指導にも関与しながら自らも研鑽し、本プログラム

修了時には皮膚科専門医を取得するに十分な実力を備えられるようになる。また、医師として医の倫理

を確立し、社会に貢献できるよう地域医療との連携を積極的に行う。プログラム終了後は必ず皮膚科専

門医を取得し、第一線医療機関において、専門医としての自覚と誇りを持って、高度な皮膚科医療を提

供するか、または、基礎研究、臨床研究を開始し、将来の発展の可能性を得ることを目標とする。 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 皮膚科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
4 月～5 月中に教室内外の講師による 40～50 時間のクルズスを受講することにより、効率よく知識を習

得する。初診外来の助手として診療に携わりながら、皮膚科診療の基礎となる皮疹のみかた、記載の仕

方、基本的薬物療法を習得する。 皮膚生検を担当し、担当症例につきプレゼンテーションができ、問

題点を正確に抽出できるようにする。また、特殊外来全般につき助手をつとめることにより診療内容を

把握する。病棟では数名の患者を担当医となり、上級医とともに診療の基礎を学ぶ。 
 
２年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 皮膚科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
初診外来の助手として診療に携わりながら、皮膚科診断学、治療学を習得する。パッチテスト、日光過

敏症検査、真菌鏡検、皮膚病理組織鏡検など基本的検査法を習得する。光線療法、小手術、植皮などを

経験し、基本的治療法を実践できるようにする。定期的に行われるカンファレンス、抄読会、城南地区

病理組織検討会を通じて皮膚疾患に関する知識を深め、診断・治療の進め方を理解する。また、学会発



表、論文作成の方法を指導医のもとで学び、日本皮膚科学会東京支部総会、東京地方会に参加する。  
 
３～４年目  
病院名・診療科 
教育関連病院、東邦大学医療センター大橋病院皮膚科、東邦大学医療センター佐倉病院もしくは、東邦

大学医療センター大森病院皮膚科 
研修期間 
2 年 
習得内容 
基本的に大橋病院・佐倉病院を含めた教育関連病院にて、指導医のもと診療スタッフの一員として、臨

床研修を行う。外来、病棟診療を通して皮膚疾患、皮膚病理の知識を深め、独立して診断できる能力を

身につける。特に一般関連病院では、大学病院では経験することが多くない良性腫瘍、疣贅や痤瘡など

の治療経験を積む。さらに、皮膚悪性腫瘍切除術、植皮術など、専門性の高い治療技術を修得し、皮膚

科専門医として必要な皮膚科診療の能力を身につける。東邦大学医療センター大森病院にて行われるカ

ンファレンスおよび抄読会には引きつづき参加し、稀少疾患の症例経験を補い、最新の診断、治療の考

え方を理解する。また、学会発表、論文発表を積極的に行い、皮膚科認定専門医に必要な単位を取得す

る。 
 
５年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 皮膚科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
基本的に東邦大学医療センター大森病院にてさらに高度な臨床能力および知識を習得する。外来、病棟

診療を通して皮膚に表現される病態を理解し、最新の診断法・治療法・疾患に関する知識を追究する。

希望により皮膚病理、皮膚外科、美容皮膚科、接触皮膚炎・アレルギーなどのサブスペシャリティを持

つよう外来配属し、最新の診断、治療法を追究する。さらに下級医の指導医を行い、教育的素養を養う。 
 
皮膚科専門医の取得 
 
週間予定 
 

 
月 火 水 木 金 土 

午前 

外来 

(初診・再診・処置) 

外来 

(初診・再診・処置) 

外来 

(初診・再診・処置) 

外来 

(初診・再診・処置) 

外来 

(初診・再診・処置) 
外来 

病棟診療、処置 病棟診療、処置 病棟診療、処置 病棟診療、処置 病棟診療、処置 
病棟 

処置 

パッチテスト 
   

レーザー外来 
 



午後 

教授回診 病棟 全麻手術 病棟 病棟 
 

光線外来 乾癬外来 病棟 皮膚外科外来 美容外来 
 

生検、小手術 生検、小手術 生検、小手術 生検、小手術 生検、小手術 
 

カンファレンス 
 

パッチテスト判定 パッチテスト判定 水疱症外来 
 

  
アトピー外来 

 
光線外来 

 

  
爪外来 

   
  光線外来    

4:00pm 

カンファレンス 
 

第 3 週 5:30pm 

城南地区病理組 

織検討会 

6:00pm 

皮膚病理勉強会 
  

6:30pm 

抄読会 
     

 
教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大森病院  総括指導責任者：石河  晃 
せんぽ東京高輪病院       指導責任者：  臼井 真理子  
日産厚生会玉川病院       指導責任者：  岩渕 千雅子 
東京共済病院          指導責任者：   陳   怡如 
東京都保健医療公社荏原病院   指導責任者：  関根  万里 
東京労災病院          指導責任者：   林   健 
池上総合病院          指導責任者：  吉田  憲司 
東邦大学医療センター大橋病院  指導責任者：  福田  英嗣 
東邦大学医療センター佐倉病院  指導責任者：  樋口  哲也 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
大森病院皮膚科では、入局６年目以降の常勤医７名中７名が皮膚科専門医を取得している。 
 
コースの指導状況 
大学病院、関連病院ともに症例が豊富で、経験豊富な指導医の元でバランスよく臨床研修を行うことが

できる。現在いわゆる一人医長の関連病院はなく、出向者全員が指導医のもとで研修を行っている。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院希望者は積極的に受け入れている。大学院希望者にはできるだけ早く（できれば研修医終了と同

時に）その旨を伝えてもらい、希望に沿った大学院カリキュラムを個別に作成する。海外留学に関して

は当科では海外留学経験者（米国４名）が在籍しており、希望者は個別にカリキュラムと照らし合わせ

ながら、積極的に海外研修を行えるようにしている。 
 
評価及び修了認定 



皮膚科専門医資格を取得するのに必要な診療経験と学会活動をしているか、日本皮膚科学会年間研修評

価書を用いてプログラム指導責任者とプログラム委員会スタッフが評価する。日本皮膚科学会認定専門

医資格を取得することによって、皮膚科としての修了認定としている。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本皮膚科学会 

資格名 日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 

資格要件 

初期研修病院を含む日本皮膚科学会の指定する認定専門医研修施設において、5 年

以上皮膚科の臨床研修（初期臨床研修を含む）を行い、うち計 1 年以上は皮膚科研

修カリキュラムの中心となる主研修施設で研修を行った者 
別に定める認定前研修実績（以下「前実績」という）において、所定の単位を取得

した者 
現在、皮膚科の診療に携わっている者 

専門資格の概要 

専門医の認定期間は 5 年間で、5 年毎に資格を更新する。 

 
 


